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する場合がある. [r;J(r'-Jl当科;こおける腎臓Ilni転移巣のず:f.~i !iE 1~lJを検討
す偽ることにより，その病態をi鳴らかにし外科的治蝶の適応を検討する.
{対象および)j法119911~ 4月から 20例年 12月までに当科で¥;IJ!おし
た腎惑通li転移巣手術併21例について，年指{i，性別.原発巣手術から転
移巣の出現までのj場開 (DFI).転移部俊，車i.;移巣数，持j式.毛布HIH.vf!炎
治療の1i無，予後について絵討した. [結果}年齢:48 殺.~. 79殺{‘v
M:J 65.8畿に性別:男性 17併，女性4例.原発左右別:在9倒，お7
f舟， DFJ: 0 ~ 192ヶ月(平均48.7ヶJj). 60 ヶ月以上 5 併~ ~tJ.:移さìí
{立:(i 1例，さ:8鰐，前i鵠2ou，転移巣数:J，~.発 1:1 例，多発討併な
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